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　この度、第73回日本電気泳動学会総会を2022年7月7日（木）・8日（金）の2日間、
栃木県宇都宮市にあります栃木県総合文化センターにおいて開催させていただく
運びとなりました。新型コロナウイルス感染の蔓延という難局の中、多くの学会が
オンラインとバーチャルでの開催が主流となっている昨今ではございますが、是非、
リアルでの知の共有・結集の場を設けたいという願いからオンサイトでの開催を
目指して準備を進めて参りました。
　第73回日本電気泳動学会総会のテーマは、過去に担当させて頂いた第69回日本
電気泳動学会シンポジウムのテーマを引き継ぎ『がんと電気泳動の最前線』とさせて
頂きました。
　2019年にがん遺伝子パネル検査が保険収載され、がん治療は、これまでのがん種
縦断的な治療からがん種横断的な治療へと大きくシフトしようとしており、益々、
がん撲滅のための新規薬剤の開発は重要となっています。新規薬剤開発のためには、
基礎研究は欠くことができません。また研究を遂行するためには、患者検体が必要
不可欠となります。そんな中、2021年には、医学系研究指針とヒトゲノム指針を
統合した「生命科学・医学系研究に関する倫理指針」が施行されるなど、医学研究に
おいても大きな変化が起きています。そのため、本学会では患者検体を用いたがん
研究の基礎となる新医学系研究倫理指針や患者検体取扱規約に関して、専門家の
先生方からのご講演を計画しております。また、患者検体の有効な利活用に当たって
は、バイオバンクの整備が一つの方法と考えており、バイオバンクの専門家の先生
にもご講演頂くとともに、当院においても2021年より栃木キャンサーバイオバンクの
運用を開始しておりますので、本学会で当院のバイオバンクの取り組みを紹介させて
頂く展示も企画したいと考えております。
　がん撲滅を目指した新規治療法開発のための研究には、多職種の皆様の熱意、知恵
そして技術が必要だと考えております。本総会では、様々な分野でご活躍の皆様に
ご参加頂き、活発な議論を交わし、今後のがん研究に向けた知の結集をできるよう
な場になればと考えております。
　新型コロナウイルス感染症蔓延という、まるで地球そのものが再発を繰り返す
がんを患ってしまったような世界になっておりますが、この難局の中で、皆様も
ニューノーマルを取り入れ、様々な教訓の中で、研究においても沢山のアイデアが
生まれていることと思います。皆様にとって有意義な学会となるように全力で努力
させて頂きます。

ご 挨 拶

総会長　菊田　一貴
第73回日本電気泳動学会総会

栃木県立がんセンター骨軟部腫瘍・整形外科　科長
バイオバンクセンター　センター長
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会場案内とアクセス

■交通アクセス

■ギャラリー棟

■栃木県総合文化センター　全体案内図

3階

電車をご利用の場合
ＪＲ宇都宮線 JR宇都宮駅（西口）下車　バスで「県庁前」下車　徒歩で約3分

または　タクシーで約5分（約1,600m）

バスをご利用の場合
「県庁前」「東武駅前」停留所下車　徒歩で約3分
（関東バス）作新学院、戸祭、江曽島行きなど
（JRバス関東）作新学院、駒生行き

自動車をご利用の場合
東北自動車道　鹿沼ICから約9km　約30分
※当館には主催者専用の駐車場しかありませんので、周辺の有料駐車場もしくは県庁地下駐車場をご利用ください。
※県庁地下駐車場は、土・日・祝日（9：45～21：30）と平日夜間（17：00～21：30）ご利用いただけます。
※栃木県庁閉館日には、県庁地下駐車場はご利用できません。

東武宇都宮線 東武宇都宮駅下車　徒歩で約10分（約700m）

■

■

■

演劇練習室

第２会議室

第４会議室

第３
会議室

音楽練習室

学会運営本部演者控室

第１会議室

企業展示・栃木キャンサー
バイオバンク展示

休憩所・クローク・土産品コーナー

受付
特別会議室
ロビー

特別会議室

講演会場
理事会・評議員会・総会会場
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※学会場はギャラリー棟となります。バスや徒歩でおこしの際とタクシーで起こしの際で入口が異なりますのでご注意ください。
　ギャラリー棟中央のエレベータより、3Fにおこしください。

※ギャラリー棟とホール棟の移動は１階中庭を通ることになりますのでご了承下さい。（ギャラリー棟３階よりホールへは移動できません）

一方通行 一方通行
一方通行

県庁西

県庁正門前

県庁大通り方面
搬入口

バスや徒歩の
際の入口

噴水

中庭

自転車置場
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学会会場
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学会シンポジウム参加者へのご案内

・

・

７月７日（金）13：00より、総合受付（特別会議室入口手前/特別会議室ロビー）にて受付を開始
します。
※理事会ご参加の先生方は理事会後から本会への受付が可能でございます。総合受付で参加費を
お支払いの上、参加証と抄録集をお受け取りください。入場の際は、参加証を必ずお付け下さい。

参加費は、日本電気泳動学会会員2,000円、非学会員3,000円です。お支払いには、現金をご用意
ください。

・
・
・
・

・

・

・
・

・
・

・

・

・

発熱症状や咳など体調がすぐれない方のご来場はお控え願います。
ワクチン接種証明・PCR検査陰性証明のご提示は必要ありません。
可能な方は来場前に検温をお願いします。会場の入口で検温もして頂けます。
来場日ごとに健康状態申告書のご提出をお願いします。健康状態申告書は
学会ホームページ（https：//www. 2022jelectrophoresis. com）からダウンロードして頂けます。
ギャラリー棟1F総合案内・プレイガイド前で検温をおこなっておりますので、ご協力ください。
37.5℃以上の発熱や体調不良を認めた方は、学会スタッフにお申し付けください。
ギャラリー棟入口を含め、各所にアルコール消毒が設置されておりますので、必ずアルコール
消毒をお願いします。
手洗い、うがいの励行をお願いいたします。
学会参加中は、演者および座長の方以外はマスク着用にご協力ください。講演に対するご質問の
際もマスク着用のままでのご質問をお願いします。
学会場内は基本的に飲食可能でございますが、飲食時は基本的に黙食にご協力をお願いします。
特別会議室ロビーおよび第一会議室内で休憩して頂けますが、参加者同士で会話をされる際は
マスク着用のままでお願いします。
会場にて万が一体調が悪くなった場合、我慢なさらずに速やかにお近くのスタッフにお声がけ
ください。
学会は特別会議室でおこないます。一つのテーブルあたり座席は3人がけとなっていますが、
一つのテーブルあたり2人までのご利用でお願いします。2人でご利用の際は、必ず座席ひとつ
分あけてご利用ください。
万一感染者が発生した場合の拡大防止のため、政府・自治体からの情報提供を求められた場合は、
個人情報の取扱いに十分注意しつつ、必要に応じて参加者の方の個人情報を提供いたしますので
あらかじめご了承のうえご参加ください。

1. 総合受付

・

・

学会特設クロークは、第1会議室内に設置しておりますのでご利用ください。なお、貴重品は、
お預かりできませんので予めご了承ください。
ご利用可能時間は、7月7日（金）13：00～18：30、7月8日（金）8：30～18：00です。
お預けになった荷物は、当日のクローク終了までにお引き取りください。

2. クローク

・

・
・

ギャラリー棟1Fと3F（練習室側）の自販機、ギャラリー棟2Fにレストラン（LOKANTA：営業
時間11：00～16：00（Lo15：00）がご利用頂けます。あるいは、近隣の飲食店、コンビニなどを
ご利用ください。
会場を汚さないようご注意ください。ゴミは所定の場所にお捨て頂くか、お持ち帰りをお願いします。
第一会議室に土産品コーナーを設置しております。どうぞご利用下さい。

3. 飲食・土産品に関して

・
・
・

講演のカメラ、ビデオ等による撮影はご遠慮ください。
会場は貸切ではございません。他の利用者へのご配慮をお願い申し上げます。
会場では、携帯電話、スマートフォンは、マナーモードにするか、電源をお切りください。

4. 会場内でのご注意

※会期中のコロナ対策へのご協力のお願い
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Wi-Fi設定のネットワーク表示から「非公開のネットワーク」を選択し、SSID及びパスワードを
入力の上、接続してください。

①ノートパソコン

Wi-Fi設定から手動でSSID（ネットワーク名）とパスワードを入力してセキュリティ
「WPA/WPA2PSK」を選択の上、接続してください。（Androidバージョン9では非公開ネット
ワーク記註：「はい」にしてください。）

②スマートフォン、タブレットPC

《無線LAN接続方法》

通常は自動的につながります。（ルーターによるDHCPサーバー機能を利用）
パソコン設定が、自動的にIPアドレスを受け取る設定になっている必要があります。

《有線LAN接続方法》

インターネット接続に必要な機器は主催者様でご用意ください。また、各種設定に関しても主催
者様で行ってください。

①

ウィルス対策等のセキュリティについては、主催者様でご対応ください。②

建物内のネットワークの利用状況や、インターネット側の混雑状況などにより通信速度が低下す
る場合があります。

③

本サービスをご利用いただいた際に生じた損害等について、当センターでは一切責任を負いません。④

NTT回線やルーター等の突発的な不具合により、インターネット接統が利用できなくなる事が
ある事をご承諾の上ご利用下さい。

⑤

《インターネット接続に関する注意事項》

栃木県総合文化センターでは、以下のとおり主催者様向けインターネット接続サービスを無料で提
供しています。

5. インターネット接続（無料）のご案内

内　　容 場　　所

無線LAN（Wi-Fi）
アクセスポイント設置場所

３階
２階
１階

地下１階
地下２階

特別会議室、第１～第４会議室、音楽練習室、演劇練習室
第４ギャラリー
サブホールロビー、サブホール作業スペース
メインホール楽屋
リハーサル室

有線LAN

３階
１階

地下１階

特別会議室、第１～第４会議室、音楽練習室、演劇練習室
メインホールロビー主催者控室
サブホール作業スペースＩＴＶ架
メインホール舞台ＩＴＶ架

SSID
パスワード

So-Bun19911008

tochigi6431000
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講 演 規 定

・

・
・

座長の先生は、ご担当講演開始予定時刻の10分前までに特別会議室内［次座長席］にご着席くだ
さい。
セッションの進行は座長にお任せいたします。タイムキーパーの時間をご確認ください。
プログラムの円滑の進行のため、ご担当セッションの時間を厳守して頂くようお願い致します。

1. 座長の先生方へのご案内

・
・
・

・

一般口演1と2は、1口演10分間です（口演7分、質疑応答3分）。
基調講演、招待講演、特別講演、教育講演は、1講演55分間（講演50分質疑応答5分）です。
服部賞、児玉賞の受賞講演は1講演55分間です。受賞講演に関しては、質疑応答の時間は設
けておりません。
講演時間の詳細は、各セッションの座長の指示に従ってください。

2. 講演発表演者の方へのご案内
1）講演時間

　産学連携による研究には、学術的・倫理的責任を果たすことによって得られる成果の社会へ
の還元（公的利益）だけでなく、産学連携に伴い取得する金銭・地位・利権など（私的利益）が発
生する場合があります。これら2つの利益が研究者個人の中に生じる状態を利益相反（Conflict 
of Interest：COI）と呼びます。日本電気泳動学会では、発表する全ての筆頭演者において、
COI の開示をお願いします。
　発表者の先生方は、発表時に利益相反に関するスライドを発表スライドの2枚目（表題の次の
スライド）に必ず入れてください。形式は任意です。

3）利益相反に関して

・

・
・
・

・

・

・

各自、発表可能なノートPCをご持参ください。一部のPCでは付属のコネクターが必要な場
合がありますので、念のため、ご持参ください。
ご発表中にスクリーンセイバーや省電力モードにならないよう、ご設定ください。
発表は、各自のPCでお願い致します。
PCは、ご自身で講演開始（一般口演ではセッションの開始）の30分前に特別会議室内のPC
受付にお渡しください。講演終了後、PCはその場で返却致します。スライドの作動に関し
ては、PCをお預け頂く前に講演者でおこなってください。
各自のPCの接続不良の際のために、学会側でもPCを用意致します。念のため、USBメディ
アにも講演データを保存しご持参ください。USBでお持ち頂いたデータもPC受付にPCをお
渡し頂く際に一緒にお渡しください。
メディアを介したウイルス感染の事例がありますので、最新のウイルス駆除ソフトでチェッ
クしてください。
講演・口演の先生は、ご担当講演の開始予定時刻の10分前までに特別会議室内［次演者席］
にご着席ください。

2）当日の受付と発表方法
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日程・プログラム  2022年 7月7日（木）・ 7月8日（金）

15：50～16：00
Opening Remarks

菊田  一貴 栃木県立がんセンター骨軟部腫瘍・整形外科

17：10～17：30
Closing Remarks

菊田  一貴 栃木県立がんセンター骨軟部腫瘍・整形外科

16：00～17：00

基調講演 がんゲノム医療が加速する研究開発 座長：末原  義之 先生
高阪  真路 先生 国立がん研究センター細胞情報学分野ユニット長

17：00～18：00

招待講演 肉腫の臨床と研究の今 座長：末原  義之 先生
長谷川  延彦 先生 順天堂大学医学部整形外科学教室

　9：00～10：00

特別講演 R4 改正生命・医学系指針の概要 座長：岩田  慎太郎 先生
松井  健志 先生 国立がん研究センター がん対策研究所 生命倫理・医事法研究部長

10：00～11：00

教育講演１ がんゲノムプロファイリング検査を視野に入れた病理検体の取り扱いについて 座長：菊田 一貴
阿部  信 先生 栃木県立がんセンター病理診断科

11：00～12：00

教育講演２ 細胞培養の歴史と細胞バンク事業の意義 座長：仲谷  博安 先生
中村  幸夫 先生 理化学研究所バイオリソース研究センター 細胞材料開発室室長

15：10～16：10

児玉賞受賞講演 抗体作製を基盤とした肺がんの各種診断マーカーの獲得 座長：飯島  史朗 先生
長塩  亮 先生 北里大学医療衛生学部医療検査学科臨床検査学

16：10～17：10

服部賞受賞講演 ゲノムより面白い！プロテオームを加えたマルチオミックスだ！：
がんのプロテオミクス解析と網羅的キナーゼの活性解析 座長：飯島  史朗 先生
野口  玲 先生 国立がん研究センター研究所 希少がん研究分野

一般口演【１】 がんと電気泳動 座長：亀山  昭彦 先生

13：00～13：10
刈谷  龍昇 先生 熊本大学大学院ヒトレトロウイルス学共同研究センター造血腫瘍制御学分野
口腔がんPDXモデルライブラリーの樹立

13：10～13：20
Piyanard Boonnate 先生 熊本大学大学院ヒトレトロウイルス学共同研究センター造血腫瘍制御学分野
腎細胞がんのPDXモデルの樹立

13：20～13：30
長塩  亮 先生 北里大学医療衛生学部医療検査学科臨床検査学
尿中抗体を利用した膀胱がん関連タンパク質の同定

13：30～13：40
朽津  有紀 先生 北里大学医療衛生学部 臨床検査学
膜タンパク質を標的としたショットガン解析による肺腺がんマーカー候補分子の探索

13：40～13：50
藤井  一恭 先生 鹿児島大学医学部皮膚科
キノーム解析によるHDAC阻害剤併用療法の新規標的候補分子プロゲステロン受容体の同定

11：00～13：00  理事会　　13：30～14：30  評議員会　　15：00～15：40  総会・授賞式

一般口演【２】 電気泳動全般 座長：曽川  一幸 先生

14：00～14：10
深澤  悠仁 先生 芝浦工業大学大学院理工学研究科機械工学専攻
アガロースゲルゲート過渡等速電気泳動による尿セルフリーDNAの分離

14：10～14：20
井野  洋子 先生 横浜市大・先端研

「Phos-tag TM蛍光ゲル染色剤」によるリン酸基の検出

14：20～14：30
山本  佐知雄 先生 近畿大学薬学部

光重合性Phos-tag含有アクリルアミドゲルを用いるリン酸化化合物のオンライン濃縮・標識・分離システムの開発

14：30～14：40
溜  亜海 先生 北里大学理学部物性物理学講座
血液ペプチドーム解析のさらなる高感度化を目指して

14：40～14：50
島崎  洋次 先生 愛媛大理
非変性条件の2次元電気泳動法で分離・検出されたタンパク質複合体の電気泳動法による抽出

14：50～15：00
大石  正道 先生 北里大学理学部物理学科生物物理学講座
低濃度SDS抽出液を用いたSDS-PAGEによる甲殻類アレルゲンの解析

第
１
日
目  

特
別
会
議
室

第
２
日
目  

特
別
会
議
室

※第一会議室にて、企業展示、栃木キャンサーバイオバンクの紹介をしております。
　また、第一会議室は休憩やミーティングなどのスペースとしてご利用頂けます。
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座長：末原  義之 先生

基調講演 がんゲノム医療が加速する研究開発

座長：末原  義之 先生

招待講演 肉腫の臨床と研究の今

座長：岩田  慎太郎 先生

高阪  真路 先生

長谷川  延彦 先生

松井  健志 先生

特別講演 R4 改正生命・医学系指針の概要

座長：菊田 一貴 阿部  信 先生

教育講演 １ がんゲノムプロファイリング検査を視野に入れた
病理検体の取り扱いについて

座長：仲谷  博安 先生 中村  幸夫 先生

教育講演 ２ 細胞培養の歴史と細胞バンク事業の意義

抄録集1
日本電気泳動学会総会
第73回 Japanese Electrophoresis Society 2022 Tohigi

2022年 7月8日（金）

2022年 7月7日（木）
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がんゲノム医療が加速する研究開発
Acceleration of research and development 
by the cancer genome medicine

国立がん研究センター研究所　細胞情報学分野

高阪  真路

略　歴 2007年
2011年
2012年
2015年
2017年

2022年

信州大学医学部医学科 卒業
北海道大学大学院医学研究科 博士課程修了
Memorial Sloan-Kettering Cancer Center, New York, 博士研究員
東京大学大学院医学研究科　ゲノム医学講座　特任助教
国立がん研究センター研究所　細胞情報学分野　主任研究員
国立がん研究センターがんゲノム情報管理センター　情報統合室　室長　兼任
国立がん研究センター研究所　細胞情報学分野　分野長

基調講演

　近年の次世代シークエンス技術を用いた大規模ゲノム解析研究により、主要ながん種における遺伝
子変異データのカタログ化が進み、がんの生物学に対する理解は大きく深まった。2019年から保険診
療下で開始されたがん遺伝子パネル検査は、個別化がん医療を加速させるための大きな一歩となっ
た。さらに2021年には血中循環遊離DNA（ctDNA）における遺伝子異常を検出するリキッドバイオ
プシーの臨床実装が開始されている。
　一方、低頻度で存在する膨大な数の変異に関してはそのほとんどの機能解析は未だに行われておら
ず、これらVUS（variants of unknown significance）の生物学的・臨床的意味づけを行うことが、個
別化医療を実践するための大きな課題となっている。そこで我々は変異遺伝子をハイスループットに
機能解析することを可能にする新しいがん遺伝子機能解析法（mixed-all-nominated-mutants-in-one 
method：MANO法）を開発し、EGFR遺伝子を始めとする様々ながん遺伝子バリアントの機能評価を
行い、新規のがん化メカニズムや薬剤耐性メカニズムを明らかにした。また、cfDNA/RNA、循環腫
瘍細胞（CTC）を利用した、高精度包括的リキッドバイオプシー検査を独自に開発し、その臨床的意
義付けの評価を行っている。
　ゲノム医療の利活用に関する取り組みも開始され、3万例に達したパネル検査結果や診療情報はが
んゲノム情報管理センター（C-CAT）に集約され、診療や研究開発に利活用されている。
　本発表では、ゲノム医療がもたらした成果・課題を整理し、今後のがん医療の進展にどのように活
用していくべきかを説明したい。
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　骨軟部腫瘍（肉腫）は、骨および軟部組織から発生する希少な疾患であり、様々な組織型をもつ。
高悪性度の肉腫の治療は、外科的切除、放射線療法、化学療法が行われ、これらの集学的治療にも拘
らず、治療成績は極めて不良であり、転移の進行した症例の5年生存率は30%に過ぎず、適切な治療
薬が求められている。また、他がん種と比べ、血液腫瘍マーカーがなく、現状では画像検査によるス
クリーニングに限られ、特異的な腫瘍マーカーを用いた検査法はない。適切な集学的治療には、診
断、再発予測、治療効果判定を低侵襲かつ早期に行える手法が求められており、血液検体での骨軟部
腫瘍分子マーカーの開発が必要である。このように骨軟部腫瘍の患者生命予後改善のためには、最適
な治療法、検査方法の開発が強く求められている。本講演では、肉腫治療の現状と研究にふれ、私た
ちが取り組んでいる融合遺伝子に着目した治療法、検査法の検証結果をご紹介する。

肉腫の臨床と研究の今

＊1 順天堂大学医学部 整形外科学講座

長谷川 延彦*1

略　歴 2014年3月
2016年4月
2018年4月‒2021年3月
2018年7月‒現在
2021年3月
2021年7月‒現在

順天堂大学医学部　医学科　卒業
順天堂大学整形外科学講座　入局
順天堂大学大学院医学研究科　研究員
国立がん研究センター研究所　細胞情報学分野　任意研修生
順天堂大学大学院医学研究科博士課程修了（医学博士取得）
順天堂大学整形外科学講座 助教

招待講演

キーワード：1. 肉腫　2. 融合遺伝子　3. リキッドバイオプシー
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　2021年（令和3年）、旧・人を対象とする医学系研究に関する倫理指針と旧・ヒトゲノム・遺伝子解
析研究に関する倫理指針が統合された「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針」（通
称、「生命・医学系指針」）が制定され、同年6月より施行されてきた（R3改正指針）。一方、この同じ年、
旧・行個法（行政機関対象）および旧・独個法（独立行政法人等対象）の2法が基本法である個人情報保
護法に統合されるという大きな改正が行われ、このR3改正個情法が今年（2022年）4月1日より施行
されている。そして、R3改正個情法の施行にあわせて、R3改正指針の見直しが進められ、R3改正個
情法と同日に施行されている（R4改正指針）。
　本講演では、R3改正指針での改正内容を踏まえつつ、主にR4改正指針の概要について解説を行う。
特にR4改正指針においては、R3改正個情法にしたがって、個人情報その他、匿名化、試料・情報の
第三者提供などの取扱いに関して大きな変更が加えられていることから、医学系研究者および医学系
研究を行う各機関（病院を含む。）は十分な注意が必要である。

特別講演

R4改正生命・医学系指針の概要
Outlines of the 2022-amended Ethical Guidelines for Medical and 
Biological Research Involving Human Subjects

国立がん研究センター 生命倫理・医事法研究部

松井  健志（Kenji Matsui）

略　歴 1995年
2001年
2001年～2004年
2004年～2005年
2005年11月
2005年～2010年
2010年～2011年
2011年～2016年
2016年～2019年
2019年～現在

京都大学（教育学部）中途退学
滋賀医科大学（医学部医学科）卒業
宇治徳洲会病院（総合診療・救急部/健診センター）医師
Universitetet i Bergen（ベルゲン大学）留学（ノルウェー政府奨学生）
滋賀医科大学大学院（福祉保健医学講座）修了（医学博士号取得）
東京大学大学院医学系研究科（医療倫理学分野）助教/GCOE特任講師
富山大学 臨床倫理センター 特命准教授
国立循環器病研究センター 研究倫理研究室/医学倫理研究室 室長
国立循環器病研究センター 医学倫理研究部 部長
国立がん研究センター 生命倫理・医事法研究部 部長

そ の 他：
専門資格：

厚生労働省患者申出療養評価会議構成員など
社会医学系専門医・指導医、上級疫学専門家、日医認定産業医
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　がんゲノムプロファイリング検査が2019年に保険収載となり、診療を目的として作成されるすべて
のホルマリン固定パラフィン包埋（FFPE）検体において、ゲノム解析可能な品質が求められるように
なった。各病院の病理診断科は、DNA・RNA・タンパク質等の変性を最小限にし、長期の保存にも耐
えうる質の高いFFPE検体を作製し、保管することが求められている。またアナリシス段階において
は、腫瘍含有率が高く解析に最適なFFPE検体が病理医によって選出される必要がある。栃木県立が
んセンターはがんゲノム医療連携病院として2019年以来131例（2022年4月時点）の包括的がんゲノ
ムプロファイリング検査を行っている。解析不可症例は3例（うち2例は他院検体、1例は当院生検検
体）のみであり、核酸量保持において良好な成績を得ている。ゲノム研究用・診療用病理組織検体取
り扱い規定に基づいた当院での取り組みを、実際の症例やNGS解析の結果などを元に紹介・解説する。

がんゲノムプロファイリング検査を視野に入れた
病理検体の取り扱いについて
Specimen Handling in Surgical Pathology for 
Comprehensive Genomic Profiling

栃木県立がんセンター　病理診断科

阿部  信

略　歴 2013年3月
2013年4月
2015年4月
2019年4月

資格等 日本病理学会　病理専門医
日本病理学会認定　分子病理専門医

研究テーマ 人工知能を用いた診断支援ツールの開発
A Deep Learning Model for Prostate Adenocarcinoma Classification in Needle Biopsy 
Whole-Slide Images Using Transfer Learning
Masayuki Tsuneki, Makoto Abe, and Fahdi Kanavati
Diagnostics（Basel）. 2022 Mar; 12（3）：768. 

福井大学医学部卒業
青森県八戸市立市民病院　初期研修
弘前大学分子病態病理学講座　在籍
栃木県立がんセンター病理診断科、現在に至る

教育講演１
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　生物の最小単位は細胞であることを顕微鏡観察によって提唱したのはロバート・フックであった
（1665年）。その後の細胞を用いた研究は、生物から取り出した細胞をそのまま活用することによって
行われた。20世紀に入り、「細胞を試験管の中で生かしておけないか」という研究が始まり、1907年に
カエルの細胞を試験管の中で生かしておくことに成功した例が発表された。先ずは、細胞を生かして
おくための培養液（栄養素など）を開発する必要があったし、培養皿の中に細菌などが入り込まない
工夫も必要であった。今日では、培養液の中に抗生剤を入れておくことで細菌の混入はほぼ完全に防
げるが、フレミングによってペニシリンが発見されたのは1928年のことである。1912年、鶏の細胞
を用いて試験管の中で細胞を増やす（細胞分裂を起こす）ことに成功した実験例が発表された。しか
しこれは、細胞分裂をずっと維持できる方法ではなかった。1940年になり、マウス由来の「L細胞」
という細胞株が作製された。無限増殖可能な不死化細胞株の誕生であった。1952年、人間の子宮頸癌
細胞株「HeLa細胞」が発表された。これは、人間の癌細胞は培養を繰り返すだけで不死化細胞株にな
ることを証明した世界初の実験例となった。尚、人間の正常な細胞（皮膚細胞等）は培養を繰り返す
だけでは不死化細胞株にはならないことは、1961年にヘイフリックによって示され、今も不変の真理
である。
　　HeLa細胞の樹立を受け、世界中の多数の研究者によって多数の癌細胞株が樹立され、生命医科
学研究分野において必要不可欠な研究材料の地位を獲得するに至った。培養細胞株の最大のメリット
は、同じ研究材料を世界中の研究者が共有して使用できることである。それ故に、様々な細胞株が使
用研究者から他の研究者へと、善意として、しかしある意味では無秩序に、世界中に広まることと
なった。そして、この使用方法には大きな落とし穴が待ち構えていた。不死化細胞株の多くは付着性
細胞であり、形態的には紡錘形を中心として極めて似通っており、即ち、形態観察のみで区別するこ
とは不可能であり、従って、誤認（取り違え）があっても気付かないまま、誤認細胞の使用が研究コ
ミュニティに蔓延するという悲劇をもたらした。20世紀終盤から気付かれていた事実であるが、ハイ
スループットで検査する方法がなかった。21世紀に入り、世界中の主要細胞バンクが連携協力し、個
人識別検査であるShort Tandem Repeat多型解析がヒト細胞株の識別にも有用であることを示し
（2001年）、ルーチン検査として導入した。培養細胞使用研究の歴史における金字塔であると言える。

細胞培養の歴史と細胞バンク事業の意義
History of cell culture and role of cell repository work

国立研究開発法人理化学研究所バイオリソース研究センター細胞材料開発室・室長

中村  幸夫

略　歴 1986年
1986-1988年
1989年
1990-1993年
1994-2001年
2002年
2003年
2013-2016年

新潟大学医学部卒業
信州大学病院内科研修医
自治医科大学血液科臨床助手
理化学研究所研究員
筑波大学基礎医学系講師（1998-1999年度メルボルンWEHI留学）
理研バイオリソースセンター研究チームリーダー
理研バイオリソースセンター細胞材料開発室・室長
日本組織培養学会会長

教育講演２
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児玉賞  受賞講演 長塩  亮 先生

抗体作製を基盤とした肺がんの各種診断マーカーの獲得

服部賞  受賞講演 野口  玲 先生

ゲノムより面白い！プロテオームを加えたマルチオミックスだ！：
がんのプロテオゲノミクス解析と網羅的キナーゼ活性解析

国際交流奨励賞（橋本賞）  井野 洋子 先生

SARS-CoV-2 ヌクレオカプシドタンパク質のリン酸化のおよび
プロリン異性化酵素 Pin1との相互作用解析

2022年 7月8日（金）

抄録集2
日本電気泳動学会総会
第73回 Japanese Electrophoresis Society 2022 Tohigi
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一般口演【１】

　近年、外科手術で摘出したがん患者の腫瘍組織を、高度免疫不全マウスに移植して作成されるPDX
（Patient-Derived Xenograft）モデルが、がん患者の病態を忠実に再現したモデルとして注目されてい
る。このPDXモデルは、がん患者の腫瘍の性質や抗がん剤に対する反応性を保持しているため、新
規がん治療薬開発への活用が進められている。我々はPDXモデルマウス樹立に適した高度免疫不全
マウスBALB/c Rag-2/Jak3 KO（BRJ）マウスに70症例以上の口腔がん手術検体を移植し、40症例を
超えるPDXモデルの樹立に成功している。また、PDXモデルマウスから摘出した腫瘍組織をin vitro
で長期培養することで、PDX由来口腔がん細胞株の樹立を進めている。これら口腔がんPDXモデル
マウスの腫瘍組織や、PDX由来口腔がん細胞株を皮下に移植したモデルマウスの組織は、口腔がん患
者の腫瘍組織の組織像をきわめて忠実に再現していた。本学会では、樹立した口腔がんのPDXモデ
ル及びPDX由来口腔がん細胞株について紹介する。

口腔がんPDXモデルライブラリーの樹立
Establishment of PDX model for Oral cancer

＊1 熊本大学大学院　ヒトレトロウイルス学共同研究センター　造血腫瘍制御学分野
＊1 熊本大学大学院生命科学研究部　総合医薬科学部門　感覚・運動医学分野　歯科口腔外科学講座

刈谷  龍昇＊1・Gunya Sittithumcharee＊1
吉田  遼司＊2・関  祐紀＊2・岡田  誠治＊1

キーワード：1. PDXモデル　2. 口腔がん　3. 高度免疫不全マウス

Renal cell carcinoma derived from tubular epithelium. Clear cell renal cell carcinoma（ccRCC）is 
the highest incidence and the most common histology subtype. However, the mortality rate is still 
high. Therefore, early diagnosis and treatment strategies are required. Patient-derived xenograft
（PDX）models are created by engraftment of patient tumor tissues into immunocompetent mice 
which retains the characteristics of the patient tumor including gene expression profiles and drug 
responses. We aimed to develop a patient-derived xenograft（PDX）model as well as PDX-derived 
cell lines of ccRCC from the same patients for characterization and future drug screening. 

腎細胞がんのPDXモデルの樹立
Establishment and characterization of Renal cell carcinoma patient-derived 
xenograft
＊1 Division of Hematopoiesis, Joint Research Center for Human Retrovirus infection, 
Kumamoto University, 2-2-1, Honjo, Kumamoto 860-0811, Japan

Piyanard Boonnate＊1, Jutatip Panaampon＊1, Yukiko Ogura, 
Makoto Abe, Kaoru Hirabayashi, Satoshi Kamio, 
Rumi Nakagawa, Ryusho Kariya＊1, Kazutaka Kikuta, 
Seiji Okada＊1

Keyword：1. Patient-derived xenograft（PDX）　2. Clear cell renal cell carcinoma（ccRCC）
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一般口演【１】

　膀胱がんは特異的な診断マーカーがなく、検診などで使用可能な診断法がないことから、診断時に
は進行がんであり治療が困難となる場合がある。そのため、より早期に膀胱がんを検出でき、かつ簡
易検査で使用可能なマーカーの獲得が期待される。本研究では直接腫瘍に晒されている膀胱がん患者
尿に着目し、尿中に含まれる抗体を回収し、精製した。それらの抗体を一次抗体として用いて、膀胱
がん細胞のタンパク質を対象とした二次元免疫ブロット法を行った結果、膀胱がん細胞株が持つタン
パク質に対して反応性を示す尿中抗体が多数検出され、質量分析壮途を用いた抗原同定を行った。抗
原が同定された抗体の中には、検討に用いた膀胱がん患者の8割以上で共通して検出された抗体もあ
り、有望な膀胱がんの診断マーカーである可能性が示唆された。

尿中抗体を利用した膀胱がん関連タンパク質の同定
Identification of bladder cancer-related proteins using urinary antibodies

＊1 北里大学医療衛生学部医療検査学科臨床検査学　＊2 北里大学大学院医療系研究科応用腫瘍病理学
＊3 所北里大学医療衛生学部附属再生医療・細胞デザイン研究施設　＊4 北里大学医学部泌尿器科学

長塩  亮＊1-3・朽津  有紀＊1-3・今井  基貴＊1-3・西原  奈菜枝＊2

田村  慶介＊2・松本  和将＊4

キーワード：1. 膀胱がん　2. 尿中抗体　3. 診断マーカー

　本邦における肺がんの中で腺がんは最も多い組織型であり、初期症状が少なく、無症状のまま進行
している場合が多い。現在、臨床で使用されている肺腺がんの血清診断マーカーは、小さな腫瘍では
検出限界以下となるため、早期がんの発見は困難である。本研究では肺腺がんの新たな診断マーカー
の獲得を目的として、肺腺がん細胞で特異的に発現している膜タンパク質の網羅的な同定を試みた。
組織型の異なる3種の肺がん細胞（腺がん由来A549細胞、扁平上皮がん由来RERF-LC-AI細胞、小細
胞がん由来N231細胞）に対し、細胞表面タンパク質単離キットを用いて膜タンパク質を回収した。そ
の後、質量分析装置（LC-MS）を用いたショットガン解析によりタンパク質の同定を行った。今後は肺
腺がん細胞にのみ発現している細胞膜タンパク質に着目し、培養上清中への分泌を確認後、肺腺がん
患者血清中のタンパク質レベルを測定し、血清診断マーカーとしての有用性を評価する予定である。

膜タンパク質を標的としたショットガン解析による
肺腺がんマーカー候補分子の探索
Acquisition of diagnosis markers for lung adenocarcinoma by 
shotgun analysis targeting membrane proteins

＊1 北里大学 医療衛生学部 臨床検査学　＊5 北里大学大学院 医療系研究科 応用腫瘍病理学
＊3 北里大学 医療衛生学部附属 再生医療・細胞デザイン研究施設細胞デザイン開発センター
＊4 北里大学 理学部 物性物理学　＊5 北里大学 医療衛生学部 病理学

朽津  有紀＊1-3・西原  奈菜枝＊2・小寺  義男＊4・田村  慶介＊2

今井  基貴＊1-3・土屋  紅緒＊2,3,5・長塩  亮＊1-3

キーワード：1. 肺腺がん　2. 膜タンパク質　3. 早期診断マーカー
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日本電気泳動学会総会
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一般口演【１】

　進行期の皮膚T細胞リンパ腫（CTCL）に対する根治療法は確立されていない。ヒストン脱アセチル
化酵素（HDAC）阻害剤はCTCLに有効な治療法であるが、単剤では獲得耐性が必発であり、適切な
併用療法の開発が求められている。我々はCTCLの細胞株のキノーム解析により、Src経路に関わる
分子群の活性がHDAC阻害剤の刺激により共通して亢進することを明らかにした。同定された分子群
の中でもプロゲステロン受容体の活性はHDAC阻害剤の刺激により特に亢進していた。そこで、プロ
ゲステロン受容体拮抗薬であるミフェプリストンを用いて、ロミデプシンによる抗腫瘍効果の増強効
果についてin vitroで検討したところ、ミフェプリストンはロミデプシンによるヒストンのアセチル
化を増強し、細胞増殖抑制効果やアポトーシス誘導効果を増強させた。プロゲステロン受容体は
HDAC阻害剤の併用療法のターゲットとなりうると考えられる。

キノーム解析によるHDAC阻害剤併用療法の
新規標的候補分子プロゲステロン受容体の同定
Kinome analysis identified progesterone receptor as a novel candidate target for 
combination therapy with HDAC inhibitor. 

＊1 鹿児島大学医学部皮膚科　＊2 国立がん研究センター研究所・希少がん研究分野
＊3 栃木県立がんセンター研究所・患者由来がんモデル研究分野　＊4 栃木県立がんセンター研究所

藤井  一恭＊1・野口  玲＊2・吉松  有紀＊3・近藤  格＊2, 4

金蔵  拓郎＊1

キーワード：1. HDAC阻害剤　2. キノーム解析　3. 皮膚T細胞リンパ腫
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日本電気泳動学会総会
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一般口演【２】

　尿中のセルフリー DNA（尿cfDNA）は、がんや感染症の診断においてほぼ無侵襲で得られるバイ
オマーカーとして注目されている。しかし、尿cfDNAは微量かつ高度に断片化していて、cfDNA用
に最適化された固相抽出ですら診断に十分な感度が得られにくい。そこで我々は、陰イオン交換樹脂
への尿cfDNAの吸着と過渡等速電気泳動（tITP）による、尿cfDNAの簡便かつ高効率な抽出方法を
提案する。まず、可動式のアガロースゲルゲートで分画可能なオープン流路を用い、pHとふるい効
果の異なるゲル層を1泳動レーンに並べて配置した。次に、45 bp結核菌ゲノムDNA断片を人工尿1 
mLに混入し、陰イオン交換樹脂で吸着・溶出し、溶出液中のDNA断片をtITPにより濃縮・分離した。
抽出した25 μLの低融点アガロースゲルをサンプルとし、定量PCRでDNA収率を評価した結果、
14。29±8。57 %（平均±SD）が得られた。

アガロースゲルゲート過渡等速電気泳動による
尿セルフリーDNAの分離
Urine cell-free DNA extraction by agarose gel-gate transient isotachophoresis

＊1 芝浦工業大学大学院理工学研究科機械工学専攻　＊2 芝浦工業大学工学部機械工学科

深澤  悠仁＊1・相馬  渉＊2・松本  昂大＊2・二井  信行＊1,2

キーワード：1. セルフリーDNA　2. 過渡等速電気泳動　3. マイクロ流体デバイス

　電気泳動により分離したリン酸化タンパク質は、リン酸基特異的に結合する蛍光ゲル染色剤や抗リ
ン酸化アミノ酸抗体などを用いて検出可能である。一方、それらに比べて安価で長期冷凍保存が可能
な染色剤として、波長の異なる4種類のPhos-tag蛍光ゲル染色剤がある。この染色剤は、操作ステッ
プが少なく、2時間以内に染色操作を完了でき、生理的pH下でリン酸基をもつタンパク質を検出する
ことができる。またその中の一つPhos-tag Magenta（Ex/Em=547nm/561nm）は、蛍光タンパク質染
色剤であるSYPRO Ruby（Ex/Em=450nm/610nm）との二重染色も可能である。さらに内在性リン酸
化タンパク質の検出だけでなく、人工的にリン酸基を付加したタンパク質についても、効率的に検出
可能であった。本発表では、これらPhos-tag 蛍光ゲル染色剤の活用法について報告する。

「Phos-tag TM蛍光ゲル染色剤」によるリン酸基の検出
Detection of phosphate groups using “Phos-tagTM gel fluorescent staining dye

＊1 横浜市大・先端研　＊2 株式会社ナード研究所

井野  洋子＊1・秋山  知子＊1・森山  佳谷乃＊1・小橋  達弘＊2

木村  弥生＊1

キーワード：1. リン酸化タンパク質　2. Phos-tag magenta　3. 蛍光検出

電気泳動全般
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光重合性Phos-tag含有アクリルアミドゲルを用いる
リン酸化化合物のオンライン濃縮・標識・分離システムの開発
In situ photopholymerization of Phos-tag acrylamide gel in poly（dimethylsiloxane）/ 
glass microchip for specific entrapment and derivatization followed by 
microchip electrophoretic separation of phosphorylated compounds

近畿大学薬学部

山本  佐知雄・矢野  祥子・木下  充弘

一般口演【２】 電気泳動全般

　生体内のタンパク質リン酸化反応の全体像を解明しようとするリン酸化プロテオミクスでは質量分
析装置を基盤とした解析だけでなく、速度論的な解析をリアルタイムで実施できる分析法が必要にな
ると考えられる。本研究では柔軟性・耐久性があり、汎用性の高いポリマーであるpoly（dimethyl 
siloxane）（PDMS）とガラスの多分岐流路を有するマイクロチップを作製するとともに、流路内にリン
酸モノエステル基を選択的に捕捉することが可能なPhos-tagを含有したアクリルアミドゲルをピンポ
イントで作製することにより、リン酸化化合物の選択的な濃縮と高感度検出のためのオンライン蛍光
標識化技術、およびオンライン標識を行った試料の分離といった一連の分析操作をマイクロチップ流
路中で達成する方法を開発した。

キーワード：1. Phos-tagアクリルアミド　2. マイクロチップ電気泳動　3. リン酸化タンパク質

　全身を巡る血液は様々な臓器・組織の情報を内包している。中でも血液中のペプチドホルモンは生
体の恒常性や健康維持に非常に重要な役割を担っている。したがって、血中ペプチドの詳細な分析は
臓器・組織の状態の理解や生物システムの解明への大きな助けとなる。当研究室では血液を対象とし
た独自の高効率ペプチド抽出法 Differential Solubilization Method（DS 法）を確立し、分画・濃縮法
と組み合わせて血液試料から濃度1nM～1pMのペプチドホルモンの直接検出に成功している。しか
し、ここで検出したペプチドはイオン化効率の高い一部のペプチドにすぎず、多くのペプチドホルモ
ンの検出は未だ実現できていない。そこで本研究では、ペプチド分析技術のさらなる高感度化を目指
し、ペプチド分析過程における損失の評価法を確立した。本発表では、この評価方法を用いてペプチ
ド抽出からLC-MS分析までの各ステップにおけるペプチドの損失を評価した基礎的検討結果につい
て報告する。

血液ペプチドーム解析のさらなる高感度化を目指して
Enhanced sensitivity of plasma peptidomics

＊1 北里大学理学部物性物理学講座　＊2 北里大学理学部附属疾患プロテオミクスセンター

溜  亜海＊1・鈴木  輝＊1・松井  崇＊1,2・小寺  義男＊1,2

キーワード：1. plasma  2. peptidome　3. bioactive peptide
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一般口演【２】 電気泳動全般

　マウス肝臓から抽出された水溶性タンパク質を非変性条件の2次元電気泳動法（2-DE）により分離
すると、複数の異なった分離位置に同じ働きを持つ酵素が検出された1）。これは酵素が他のタンパク
質と複合体を形成したまま分離されていると考えられる。そこで2-DE分離された複合体を構成する
タンパク質成分の候補を抗原抗体法により調べ、カルボキシルエステラーゼ、トランスフェリン、
カーボニックアンヒドラーゼが複合体を形成している可能性が示された。さらにこの2-DE分離され
た複合体を、種々の抗体を結合したprotein A agarose担体をつめた円筒状ゲル内で電気泳動法によ
り溶出し、これらのタンパク質が複合体を形成しているかを検討する方法を検討したので報告する。

非変性条件の2次元電気泳動法で分離・検出された
タンパク質複合体の電気泳動法による抽出
Electrophoretic extraction of protein complexes after separation and 
detection by a combinational method of non-denaturing electrophoresis and 
reversible staining
＊1 愛媛大理　＊2 愛媛大院理工

中尾  香琳＊1・○島崎  洋次＊2

参考文献1）Y. Shimazaki ,Y. Sugawara ,T. Manabe , Proteomics 4（2004）1406-1411. 
キーワード：1. 2-DE  2. タンパク質複合体  3. 非変性

　甲殻類アレルギーはエビやカニなどで引き起こされる食物アレルギーの一種で、生エビにだけ反応
し加熱すると反応しない、あるいはエビには反応するがカニには反応しないなど、反応性が患者ごと
に異なる。そこで、本研究では、インフォームドコンセントを得た甲殻類アレルギー患者の血清を用
いて、甲殻類アレルゲンの解析を行った。その結果、通常の2%SDSを含む抽出液を用いた
SDS-PAGE法とWestern blot法でアレルゲンが検出された場合や、0. 1%SDS抽出液を用いた
SDS-PAGE法ではアレルゲンが全く検出されない事例が確認された。後者の場合、ドットブロット法
では明確な反応があるにもかかわらず、ドットブロットしたPVDF膜を0. 1% SDSを含む電気泳動
バッファー中で1時間インキュベートしただけで反応が消失した。この患者の甲殻類アレルゲンは
0/1%SDSにより変性し、エピトープが壊れたと推測された。

低濃度SDS抽出液を用いたSDS-PAGEによる
甲殻類アレルゲンの解析
Crustacean allergen analysis by SDS-PAGE with low concentration of SDS 
in the extraction medium
北里大学理学部物理学科生物物理学講座

大石  正道・内野  澪旺

キーワード：1. 甲殻類アレルゲン　2. 低濃度SDS 抽出  3. SDS-PAGE
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　肺がんは膵がんとともに難治性がんの代表であり、本邦での肺がんの死亡者数は男女ともに第1位
である。肺がんは症状が比較的出現しにくく、肺がんの早期診断に有用なマーカーもないため、初診
時には、すでに進行がんである場合がある。分子標的治療薬やプラチナ製剤を基本とした多剤併用療
法なども用いられているが、効果はいまだ不十分であり、予後不良の原因となっている。肺がん患者
の予後の改善には、早期診断により根治的治療に結び付ける必要があり、それを可能とするための新
たな診断マーカーの獲得は喫緊の課題である。
　当研究室では組織診断や血清診断に有用な抗体の獲得を目指し、がん組織や培養細胞を直接マウス
の腹腔に免疫するという特徴的なランダム免疫法により、2000クローンを超える単クローン性抗体産
生ハイブリドーマを樹立してきた。このランダム免疫法は合成ペプチドなどの精製抗原を用いた従来
の抗体作製法では獲得することの出来ない疾患特異的な翻訳後修飾を受けたタンパク質を認識する抗
体の獲得が可能である。この手法を用いて作製した抗体群について、肺がん症例を用いた免疫染色や
肺がん患者血清を用いたReverse-phase protein array法による血中抗原量の測定を行うことで診断
マーカーとしての有用性を評価してきた。本発表では獲得された抗体の有用性について紹介したい。

抗体作製を基盤とした肺がんの
各種診断マーカーの獲得
Acquisition of diagnostic and prognostic markers for 
lung cancers using antibody-based proteomics.

北里大学医療衛生学部医療検査学科臨床検査学
北里大学大学院医療系研究科応用腫瘍病理学
北里大学医療衛生学部附属再生医療・細胞デザイン研究施設

長塩  亮

略　歴 2008年
2009年
2011年
2014年
2019年
2020年

群馬大学大学院医学系研究科医科学専攻博士課程修了
国立がん研究センター研究所　分子病理分野　リサーチレジデント
北里大学医療衛生学部医療検査学科臨床検査学　助教
北里大学医療衛生学部医療検査学科臨床検査学　講師
北里大学医療衛生学部医療検査学科臨床検査学　准教授
北里大学医療衛生学部医療検査学科臨床検査学　教授

児玉賞  受賞講演
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服部賞  受賞講演

　昨今、クリニカルシークエンスなどゲノムを用いたがん研究が席捲しているが、本当にそれでいい
のだろうか？クリニカルシークエンスでは治療標的となりうる遺伝子変異が同定されたとしても、同
定された変異に対応した分子標的薬が必ずしも奏効するわけではない。シークエンスを施行した症例
のうち、奏効する治療薬にたどり着けるものは10%と低い。また、分子標的薬の中でも多くを占める
キナーゼ阻害薬では、ゲノム異常を伴わないものが存在する。そのために、ゲノム異常だけで治療方
針を決めるのではなく、ゲノムに加え、違う角度からのアプローチも必要でなかろうか？そこで我々
の研究室ではプロテオゲノミクスとキナーゼ活性に注目し、マルチオミックス解析を行っている。こ
こでは、私が開発したサンプル特異的なプロテオームデータベースを作成するプロテオゲノミクスソ
フトウェアの研究をご紹介する。そして、微量のタンパク質を用いて実施可能な網羅的キナーゼ活性
解析の研究についてお話しする。

ゲノムより面白い！
プロテオームを加えたマルチオミックスだ！：
がんのプロテオゲノミクス解析と
網羅的キナーゼ活性解析
Proteome is much more interesting than genome：proteogenomics 
and comprehensive kinase activity analysis in oncology

＊1 国立がん研究センター希少がん研究分野

野口  玲

略　歴 2006年
2006-2008年
2008-2010年
2010-2013年
2013-2016年
2016-2018年
2018-2019年
2019年

2020年
2021年
2022年

東京女子医科大学医学部卒業
東京女子医科大学病院初期臨床研修医
東京女子医科大学病院循環器内科
榊原記念病院循環器内科レジデント
東京大学医学系研究科大学院　博士課程
東京大学医科学研究所臨床ゲノム腫瘍学分野　特任研究員
国立がん研究センター希少がん研究分野　特任研究員
国立がん研究センター希少がん研究分野　研究員
東京大学医科学研究所ゲノム診療部　非常勤講師
日本電気泳動学会事務局
日本臨床プロテオゲノミクス学会　事務局、理事
日本電気泳動学会　評議員
日本患者由来がんモデル学会　理事
武蔵野大学薬学部　客員講師

キーワード：1. proteogenomics　2. kinase activity　3. oncology
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国際交流奨励賞（橋本賞）  

　ウイルスタンパク質のリン酸化は、ウイルスの感染、増殖および病原性発現に関与していることが
知られている。本研究では、Phos-tagマグネットビーズを用いてSARS-CoV-2のヌクレオカプシドタ
ンパク質（NP）のリン酸化部位を同定した。同定されたリン酸化部位は、近縁のコロナウイルスでは
保存されていない、SARS-CoV-2特有のアミノ酸であった。またこのリン酸化部位の次のアミノ酸残
基がプロリンであったことから、NPと宿主プロリン異性化酵素Pin1との相互作用について確認した
ところ、Pin1が本リン酸化部位に結合することが明らかとなった。さらに、Pin1ノックダウンにより
細胞上清中のウイルスRNA量が顕著に低下した。これらの結果から、SARS-CoV-2 NPは進化の過程
で新たなリン酸化を獲得し、本リン酸化部位におけるPin1との相互作用が、ウイルス複製を正に制御
している可能性が示唆された。

SARS-CoV-2 ヌクレオカプシドタンパク質のリン酸化
のおよびプロリン異性化酵素 Pin1との相互作用解析
Phosphopeptide enrichment using Phos-tag technology reveals 
functional phosphorylation of the nucleocapsid protein of SARS-CoV-2

＊1 横浜市立大学 先端医科学研究センター　＊2 横浜市立大学 医学研究科
＊3 関東化学株式会社 技術・開発本部生命科学研究所

井野 洋子＊1・西 真由子＊2・山岡 悠太郎＊2,3・宮川  敬＊2

木村 弥生＊1・梁  明秀＊1,2

略　歴 2000年3月
2000年4月
2005年5月
2007年4月
2008年5月
2015年4月
2020年4月

佐賀大学農学部応用生物科学科卒業
石橋工業株式会社入社　品質検査課
横浜市立大学木原生物学研究所生体超分子相関科学研究室 技術員
北興化学工業株式会社
横浜市立大学生体超分子相関科学研究室 特任助手
横浜市立大学先端医科学研究センター 特任助手（現在に至る）
群馬パース大学大学院保健科学研究科保健科学専攻 社会人研究生（現在に至る）

図：研究概要（J. Proteomics, 2022 Mar 20;255：104501. より改変）
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広告掲載企業一覧

高信化学株式会社
エーザイ株式会社
帝人ファーマ株式会社
サンメディックス株式会社
旭化成ファーマ株式会社
第一三共株式会社
株式会社スクラム
協和キリン株式会社

株式会社ビジコムジャパン
ゼリア新薬工業株式会社
株式会社ナード研究所

ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社

機器展示

株式会社ビジコムジャパン
株式会社ナード研究所
メルク株式会社

第73回日本電気泳動学会総会をご支援していただいた企業各位
【 2022年5月25日現在・順不同 】

第73回日本電気泳動学会総会開催にあたりまして、
上記の皆様より多くのご支援を賜りました。

ここに謹んでお礼申し上げます。

第73回日本電気泳動学会総会　総会長  菊田  一貴
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RPP
https://bizcomjapan.com/rppa

https://cancerbiobank.jp

https://bizcomjapan.com

https://bizcomjapan.com/silac

https://bizcomjapan.com/silam

https://bizcomjapan.com/aptamer

https://bizcomjapan.com/compoundlibrary
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Phosphoprotein

Fluorophore
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SURGICEL® Powder
Absorbable Hemostat

※1  E�icacy, Security, and Manageability of Gelified Hemostatic Matrix in Bleeding Control during Thoracic and Lumbar Spine Surgery: FloSeal versus Surgiflo／※2  ORCパウダーは、pHの低下により、
in vitroで好気性細菌及び嫌気性細菌を含む、広範囲のグラム陽性菌及びグラム陰性菌に対して抗菌性を示します。（メチシリン耐性黄色ブドウ球菌/ペニシリン耐性肺炎球菌/バンコマイシン耐性腸球菌/メチシリン耐性表
皮ブドウ球菌/黄色ブドウ球菌/表皮ブドウ球菌/ミクロコッカス・ルテウス/A群溶血性レンサ球菌/B群溶血性レンサ球菌/ストレプトコッカス・サリバリウス/カタル球菌/大腸菌/肺炎桿菌/ラクトバチルス・ラムノーサス種/

プロテウス・ミラビリス/腸炎菌/ソンネイ赤痢菌/霊菌/枯草菌/プロテウス・ブルガリス/結膜乾燥症菌/チモテ菌/破傷風菌/ウェルシュ菌/バクテロイデス・フラギリス/エンテロコッカス種/エンテロバクター・クロアカエ/

緑膿菌/シュードモナス・スタッツェリ）

SURGIFLO®

Hemostatic Matrix Kit

フレキシビリティ
出血部位に応じて選択可能な
3種類のチップオプション

3

均一性
混合後最大 8時間まで使用可能

2

調製スピード
90秒未満の調製時間※1

1

粒子構造
特徴的な構造により
血液表面を透過・出血部位に到達

1

抗菌性
広範囲のグラム陽性菌及び
グラム陰性菌に対する抗菌性※2

3

コントロール性
噴霧量をコントロールし、
無駄な噴霧を防止

2

162045-201207

©J&JKK 2021

製造販売元：ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社 メディカル カンパニー　〒101-0065 東京都千代田区西神田3丁目5番2号
高度管理医療機器 販売名：サージフロー® 承認番号：23100BZX001 12000

高度管理医療機器 販売名：サージセル・パウダー・アブソーバブル・ヘモスタット 承認番号：30200BZX00082000

i_SURGIFLO+Powder_ad_A4_4c.pdf   1   2020/12/18   10:04
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私たち

PAD005-TB-2103-1

社名広告 _B5 1/2_1C_PAD005-TB-2103-1 枠内を縮小・拡大・改変・抜粋して使用しないでください
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がん診療・研究の未来を変える
時空を超えて夢をかなえる挑戦

栃木キャンサーバイオバンク
T o c h i g i  C a n c e r  B i o b a n k

http://tochigi-cc.jp/biobank/index.html

Change the future of cancer therapy and research
Realize our dream beyond time and space

〒320-0834  栃木県宇都宮市陽南 4-9-13
TEL:028-611-5449
MAIL:tcc-tcb@tochigi-cc.jp
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第73回 日本電気泳動学会総会
謝辞

栃木県立がんセンター
慶應義塾大学医学部整形外科学教室・同窓会
株式会社ビジコムジャパン

後　　援

高信化学株式会社
エーザイ株式会社
帝人ファーマ株式会社
サンメディックス株式会社
旭化成ファーマ株式会社
第一三共株式会社
株式会社スクラム
協和キリン株式会社
株式会社ビジコムジャパン
ゼリア新薬工業株式会社
株式会社ナード研究所
ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社

広告掲載

株式会社ビジコムジャパン
株式会社ナード研究所
メルク株式会社

機器展示

吉田　祐甫
荒川　泰英
池田早由里
中川　瑠美
弘實　　透
水野　　司
中村　鴻志
高田　芳江
佐藤　彩華
岸　　彩香
額賀智恵子
額賀　有未
村山　　優
明石　昌代
増田外科医院職員の皆様

（栃木県立がんセンター）
（栃木県立がんセンター）
（栃木県立がんセンター）
（栃木県立がんセンター）
（栃木県立がんセンター）
（栃木県立がんセンター）
（栃木県立がんセンター）
（栃木県立がんセンター）
（栃木県立がんセンター）
（栃木県立がんセンター）
（茨城県立中央病院）
（ALSOKあんしんサポートケア）
（東京歯科大学市川総合病院）
（東京歯科大学市川総合病院）

実行委員

（敬称略）

第73回日本電気泳動学会総会開催にあたりまして、
上記の皆様より多くのご支援を賜りました。

ここに謹んでお礼申し上げます。

第73回日本電気泳動学会総会　大会長  菊田  一貴


